
こ
の
集
会
に
は
、
全

国
か
ら
約
１
１
５
０
人

が
参
加
し
、
原
発
の
再

稼
動
に
反
対
し
、
脱
原

発
を
す
す
め
る
こ
と
や

使
用
済
核
燃
料
の
再
処

理
事
業
か
ら
の
撤
退
を

訴
え
た
。

実
行
委
員
会
三
上
委

員
長
は
開
会
あ
い
さ
つ

で
「
反
核
燃
、
反
原
発

の
闘
い
を
、
確
信
と
怒

り
を
込
め
て
全
力
で
担

い
、
進
め
て
い
く
」
と

力
強
く
決
意
を
述
べ
た
。

原
子
力
資
料
情
報
室

の
西
尾
漠
共
同
代
表
は
、

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
に

つ
い
て
「
稼
動
開
始
の

時
期
は
、
今
後
も
ず
る

ず
る
と
先
延
ば
し
さ
れ

る
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ

で
核
燃
サ
イ
ク
ル
事
業

そ
の
も
の
を
と
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
呼

び
掛
け
た
。

ま
た
、
原
水
禁
国
民

会
議
の
藤
本
泰
成
事
務

局
長
は
、
関
西
電
力
大

飯
原
発
の
再
稼
動
に
触

れ
「
政
府
は
電
力
不
足

や
経
済
性
を
理
由
に
再

稼
動
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
。
う
そ
で
固
め

る
や
り
方
に
だ
ま
さ
れ

て
は
い
け
な
い
」
と
訴

え
、
県
反
核
実
行
委
の

奈
良
岡
事
務
局
長
も

「
東
京
電
力
福
島
第
１

原
子
力
発
電
所
事
故
の

検
証
も
中
途
で
の
再
稼

動
は
亡
国
へ
の
道
だ
」

と
厳
し
く
批
判
し
た
。

続
い
て
、
脱
原
発
と

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の

本
格
稼
動
阻
止
な
ど
を

求
め
て
い
く
と
し
た
集

会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
、

参
加
者
は
ガ
ン
バ
ロ
ー

三
唱
で
拳
を
振
り
上
げ

た
。

集
会
終
了
後
、

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を

上
げ
な
が
ら
、
中
心
街

を
デ
モ
行
進
し
、
市
民

民
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
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前
日
の
集
会
に
続
い

て
行
わ
れ
た
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
で
は
、
前
段
、

参
加
者
全
員
が
日
本
原

燃
本
社
前
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
抗
議
集
会
に

参
加
し
た
。
こ
の
集
会

に
は
、
全
国
各
地
か
ら

約
３
０
０
名
が
終
結
し
、

冒
頭
の
原
水
禁
藤
本
事

務
局
長
の
挨
拶
に
続
き
、

自
治
労
青
年
部
か
ら

「
原
発
が
な
く
な
る
社

会
に
向
け
て
、
も
う
一

度
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
の
決
意
が
述
べ
ら
れ

た
。
ま
た
、
核
燃
サ
イ

ク
ル
阻
止
１
万
人
訴
訟

原
告
団
山
田
清
彦
事
務

局
長
は
「
こ
の
施
設
上

空
か
ら
訓
練
の
米
軍
戦

闘
機
が
た
び
た
び
飛
ん

で
い
る
」
と
述
べ
、
施

設
管
理
上
の
危
険
性
を

指
摘
し
た
。
さ
ら
に
は

原
子
力
防
災
に
つ
い
て
、

「
有
事
の
際
、
放
射
能

被
害
は
福
島
ど
こ
ろ
で

は
な
い
、
防
災
強
化
で

は
な
く
、
施
設
撤
去
が

一
番
の
安
全
対
策
」
と

述
べ
、
改
め
て
施
設
の

撤
去
を
訴
え
た
。

最
後
に
、
原
燃
施
設
に

向
か
い
「
再
処
理
は
直

ち
に
や
め
ろ
！
」
と
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
声
を

あ
げ
た
。

集
会
終
了
後
、
六
ヶ

所
原
燃
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

に
向
か
い
、
施
設
内
を

見
学
、
日
本
原
燃
職
員

な
ど
か
ら
施
設
概
要
や

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
な
ど

の
説
明
を
受
け
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
高

レ
ベ
ル
廃
棄
物
の
処
理

に
つ
い
て
「
処
分
場
が

見
つ
か
っ
て
い
な
い
な

か
で
、
廃
棄
物
を
ど
う
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青
森
県
反
核
実
行
委
員
会
は
４
月
７
日
、
青
森
市
で
第
27
回
反
核
原
燃
の
日

集
会
を
開
き
、
核
燃
サ
イ
ク
ル
中
止
や
脱
原
発
を
訴
え
た
。
こ
の
集
会
は
同
実

行
委
員
会
や
原
水
禁
、
原
子
力
資
料
情
報
室
な
ど
が
主
催
。
１
９
８
５
年
に
当

時
の
北
村
知
事
が
再
処
理
施
設
の
立
地
受
入
を
表
明
し
た
４
月
９
日
前
後
に
毎

年
開
い
て
い
る
。

核
燃
サ
イ
ク
ル
廃
止
を
！

＝
デ
モ
行
進
す
る
参
加
者

す
る
の
か
」
「
希
望
的

観
測
で
や
っ
て
い
る
事

業
な
の
か
」
な
ど
の
質

問
が
あ
っ
た
が
、
原
燃

側
は
、
廃
棄
物
が
し
ば

ら
く
高
温
状
態
で
あ
り
、

現
時
点
で
直
ち
に
処
理

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

今
後
は
あ
く
ま
で
政
府

方
針
な
ど
に
よ
り
な
が

ら
模
索
し
て
い
く
と
の

回
答
に
終
始
し
た
。

帰
路
の
途
中
で
は
、

活
断
層
の
場
所
や
燃
料

輸
送
に
使
用
さ
れ
る
港

や
専
用
道
路
を
見
学
し

な
が
ら
、
今
回
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
ガ
イ
ド

を
担
当
し
た
山
田
事
務

局
長
か
ら
、
地
元
の
反

対
運
動
の
歴
史
や
、
疲

弊
し
て
い
く
地
域
で
生

き
て
い
く
為
に
、
運
動

を
や
め
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
状
況
な
ど
が
説
明
さ

れ
、
参
加
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。

山田 清彦事務局長

原燃PRセンターで説明を聞く参加者

○

事
務
局
だ
よ
り

○

「
メ
シ
食
う
た
め
に
反

対
運
動
な
ど
で
き
な
い
」

現
地
の
説
明
で
こ
ん
な

話
が
あ
り
ま
し
た
。
疲

弊
す
る
地
域
を
ど
う
や
っ

て
再
生
す
る
か
？
脱
原

発
と
と
も
に
皆
で
考
え

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
（
む
）


